























The Effects of Peer Tutoring for a Child with Severe Mental Disabilities and 
Physical Disabilities In a School Event
Abstract
 The purpose of the present study was to clarify the effects of peer tutoring for a child with 
severe mental disabilities and physical disabilities. The participant as a tutee was a boy with severe 
mental disabilities, severe communication disabilities and physical disabilities who was 11 years 3 
months old. The another participant as a tutor was a girl without disabilities who was the same age 
going to the same school. The interventions for them was held in the practice toward the releasing 
of the drama by the school event. The goal behavior of the tutor was doing appropriate supports by 
using support card, and the goal of the tutee was playing a leading role while receiving supports. 
As a result of this peer tutoring, the tutee could play a leading role by appropriate supports and the 
tutor could support more appropriately by using support card. Also the interaction between tutee 
and tutor had increased in daily life. From these results, it was confirmed that peer tutoring for a 























































































































































Table 1 主人役の動きと台詞 
  
動き  ＜椅子から立ち上がり舞台中央へ行く＞ 
台詞  「今日は用事があって、山一つ向こうへ参る。 
        両人共によう留守をせい。」 
動き  ＜舞台の端から桶を舞台中央へ持ってくる＞ 
台詞  「ここに附子がある。あの方から吹く風に当たって 
       さえ死ぬるほどの毒である。油断せぬように番をせい。」 
動き  ＜舞台から退場する＞                         
                  
Table 2 主人役Ａの役割課題分析表 
 
１ 椅子に座って待つ                              
   ２ 合図で舞台中央のテーブルへ行く    
   ３ ＶＯＣＡの青スイッチ（左端）を押す            
     ４ 台詞が流れている間その場で待つ               
      ５ 合図で舞台端にあるバケをツ取りに行く       
      ６ バケツを持ってきてテーブル上に置く            
      ７ ＶＯＣＡの赤スイッチ（右端）を押す            
      ８ 台詞が流れている間バケツをたたきその場で待つ  
      ９ 合図で舞台から退場し決められた椅子に行く      













































Table 3 黒子役Ｂの支援課題分析表 
 
１ 立ちあがろうとした時は ①「まって」  
②肩を押さえる 
  ２ 肩トントンの合図をおくる。 
できない時は ①テーブルを指さす   
②体を前に押す                      
  ３ 間違えそうな時は        ①青スイッチを指さす  
②青スイッチにＳの手を持っていく                        
  ４ どこかへ行きそうな時は  ①「待って」の合図をだす 
②体でとめる                                  
  ５ 肩トントンの合図をおくる。 
できない時は ①バケツを指さす 
②体を前に押す                        
 ６ どこかへ行きそうな時は  ①Ｓ君のところへ行き、テーブルを指さす 
②テーブルまで押してくる        
  ７ 間違えそうな時は        ①赤スイッチを指さす 
②赤スイチにＳの手を持っていく                        
  ８ どこかへ行きそうな時は  ①「待って」の合図をだす 
                            ②体でとめる 
バケツをたたかない時は ①たたく合図をだす  
            ② 手を持って助ける        
  ９ 肩トントンの合図をおくる。 
できない時は ①椅子を指さす 
②体を前に押す                          













































































Table 4  Ａくん お手伝いチェック表 
                         ◯よくできた △まあまあできた ×あまりできなかった 
step Ａくんの仕事 手伝いの内容 結果 








  できない時は ① テーブルを指さす 











            ①  青スイッチを指さす 











            ①「まって」の合図 










  できない時は ① バケツを指さす 











         ①テーブルを指さす 











            ①  赤スイッチを指さす 













          ①「まって」の合図 ② からだで止める 
 バケツをたたかない時は 












 できない時は ① 椅子を指さす 

























































             かんそう 表           （  月  日  曜日） 
 
                                      全くその通り      まあまあ        普通        少し違う       全く違う 
1 Ａくんの手伝いは楽しいですか     
 
2 Ａくんの手伝いは上手くできましたか     
 
3 Ａくんの手伝いをまたしたいですか     
 
4 Ａくんの役に立ったと思いますか     
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注1 Voice Output Communication Aids の頭文字をとったもので、音声出力機能を有したコミュニケーショ
ン機器の総称
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